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■
富
山
県
は
、
北
方
領
土
か
ら
の

引
揚
者
が
北
海
道
に
次
い
で
多

く
、
草
の
根
交
流
や
幅
広
い
返
還

運
動
が
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

県
で
は
、
引
き
続
き
青
少
年
の
相

互
交
流
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
日
本
語
教
師
や
専
門
家
の

派
遣
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
総
合
政
策
課
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贈呈式では、多くの来場者が初の名誉県民と
なった田中さんをあたたかく祝福した

多くの県民が参加し、専門家の話に熱心に耳を
傾けたシンポジウム

北
方
領
土
の
日
記
念
事
業

■
二
月
七
日
の「
北
方
領
土
の
日
」

を
前
に
、
県
や
各
種
団
体
で
つ
く

る
「
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
富

山
県
民
会
議
」
主
催
の
記
念
事
業

が
富
山
市
内
で
行
わ
れ
、
北
方
領

土
の
早
期
返
還
を
訴
え
ま
し
た
。

■
二
月
一
日
の
午
前
中
に
は
、
と

や
ま
自
遊
館
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員

の
小
林
和
男
さ
ん
が
記
念
講
演
。

自
ら
の
体
験
を
通
し
て
「
ロ
シ
ア

の
こ
と
を
よ
く
知
り
、
返
還
が
実

現
し
な
い
理
由
を
き
ち
ん
と
分
析

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、
午
後
か
ら
は
富
山
駅

前
で
署
名
活
動
な
ど
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

中沖知事から名誉県民称号記を受け取る
田中耕一さん

名
誉
県
民
・
名
誉
市
民
贈
呈
式

3月

2日

2月

1日

日
本
海
学
推
進
機
構
を
設
立

2月

10日

■
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た

田
中
耕
一
さ
ん
（
富
山
市
出
身
）へ

の
富
山
県
名
誉
県
民
・
富
山
市
名

誉
市
民
贈
呈
式
が
、
三
月
二
日
、

富
山
国
際
会
議
場
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

■
式
で
は
、
中
沖
知
事
が
「
田
中

さ
ん
は
県
民
に
大
き
な
夢
と
希
望

を
与
え
て
く
れ
た
」と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
、
称
号
記
と
副
賞
の
名
誉

県
民
章（
徽
章
）、金
杯
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

■
田
中
さ
ん
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の

受
賞
対
象
と
な
っ
た
研
究
を
ス
ク

リ
ー
ン
で
説
明
し
な
が
ら
、「
豊

か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
富
山
に
育

っ
た
こ
と
が
、
好
奇
心
や
探
究
心

を
引
き
出
し
て
く
れ
た
。
田
舎
は

ダ
メ
だ
と
い
う
常
識
に
と
ら
わ
れ

て
は
い
け
な
い
」
と
ス
ピ
ー
チ
。

「
富
山
が
富
山
で
あ
る
こ
と
に
自

信
を
持
ち
、
富
山
の
よ
さ
を
見
つ

け
て
育
て
て
欲
し
い
」
と
の
言
葉

に
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
に
包
ま

れ
ま
し
た
。

「ロシア情勢と北方領土問題」と題し、
講演する小林和男さん

■
県
が
提
唱
す
る
「
日
本
海
学
」

の
研
究
拠
点
と
し
て
、
と
や
ま
国

際
セ
ン
タ
ー
に
「
日
本
海
学
推
進

機
構
」
が
設
立
さ
れ
、
二
月
十
日

に
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

■
富
山
市
の
高
志
会
館
で
行
わ
れ

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
沖
知

事
が
「
環
日
本
海
地
域
の
国
際
協

力
な
ど
の
推
進
に
は
、
調
査
研
究

の
た
め
の
総
合
学
が
必
要
。
国
内

外
へ
の
日
本
海
学
の
普
及
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
県
内
外
の
専

門
家
ら
が
日
本
海
学
の
可
能
性
な

ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

■
日
本
海
学
は
、
環
日
本
海
地
域

を
一
つ
の
圏
域
と
し
て
と
ら
え
、

自
然
と
の
か
か
わ
り
や
人
々
の
交

流
な
ど
を
総
合
的
に
研
究
し
て
い

こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
県
で
は

今
後
、
大
学
と
の
連
携
講
座
の
開

設
や
研
究
成
果
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
な
ど
、
同
機
構
を
中
心
に
日
本

海
学
の
一
層
の
研
究
と
普
及
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
国
際
・
日
本
海
政
策
課
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■
ま
た
、
田
中
さ
ん
は
県
の
バ
イ

オ
関
連
の
研
究
事
業
に
関
し
て
、

産
学
官
の
研
究
者
・
技
術
者
と
の

交
流
か
ら
始
め
て
い
く
考
え
を
示

し
ま
し
た
。
県
で
は
、
今
後
「
富
山

バ
イ
オ
バ
レ
ー
構
想
」
を
一
層
推

進
し
て
い
く
ほ
か
、
田
中
さ
ん
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
を
契
機
に
、
個

性
を
伸
ば
す
人
材
育
成
や
科
学
技

術
の
各
種
施
策
を
積
極
的
に
展
開

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

●
問
合
せ

県
庁
総
合
政
策
課

1
0
7
6（
4
4
4
）9
6
0
5
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